『イリアス』にみるポリス形成期の社会構造―自由と平等の原風景を求めて― by 的射場 敬一


































































































































































































































































̶  46  ̶
『イリアス』にみるポリス形成期の社会構造（的射場）
宮殿を囲む城壁である。それは，敵の攻撃に備えて自然の巨石を積み上げた




る。入り口の幅は，下が 3.1 メートル，上が 2.9 メートルである。ここに据














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スを地域ごとに 10 の組に統合し，そして 3地域のそれぞれの組を一つずつ
合わせて 1つの部族を誕生させた。したがって，新たに人工的に編成された
10 の部族が誕生したことになる。アテナイの新たな最重要政治機関は，こ





















イ セ ゴ リ ア
言の平等，すなわち自由で独立した市民の間の政
イ ソ ノ ミ ア
治的平等の理念的
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